
　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
や
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
中
心
市

街
地
と
下
北
沢
の
商
業
地

区

は

ほ

と

ん

ど

同

規

模

の
「
歩
行
者
に
ほ
ど
よ
い

空
間
規
模
」
で
あ
る
と
述

べ

て

い

ま

す
。
（C

i
t
y
 
&
 

L
i
f
e
 

98

号　

特

集

：

下

北
沢
か
ら
「
都
市
」
を
考

え
る　

第
一
住
宅
建
設
協

会　

2
0
1
0
.
1
2

　

p
1
4

）

駅
前
交
通
広
場
計
画
は
街

を
分
断
す
る

　

し
か
し
、
東
京
都
と
世

田
谷
区
は
、
都
市
計
画
道

路
の
第
一
期
工
事
計
画
で

は
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
脇
か

ら
横
浜
銀
行
を
経
て
志
賀

医
院
前
ま
で
の
長
さ
250
～

260
ｍ
・
幅
26
ｍ
の
道
路
（
補

助
54
号
線
）
と
、
そ
の
補

助
54
号
線
か
ら
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
が
入
る

5400
㎡
の
駅

前
交
通
広
場
（
区
画
街
路

10
号
線
）
を
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

し

か

も
、

06

年

12

月

～

目　次

１ 駅 前 広 場 は、 下 北
沢の街づくりの「へ
そ」だ！
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行
政
（
国
・
都
・
世
田

谷
区
）

の
都
市
計
画
は
、

歩
い
て
楽
し
め
る
・
演
劇

と
音
楽
の
文
化
発
信
地
と

し

て

の
「

下

北

沢

ら

し

さ
」
を
破
壊
し
ま
す
。
商

店
街
・
周
辺
住
民
・
地
権

者
・

来

街

者
・

学

識

経

験
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け

て
、
街
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
「
駅
前
広
場
の
あ
り

方
」
を
再
検
討
す
べ
き
で

す
。

閉
店
・
取
り
壊
し
が
続
く

駅
前
食
品
市
場

　

下
北
沢
駅
北
口
の
駅
前

食
品
市
場
は
、
戦
後
の
下

北
沢
復
興
の
原
点
と
な
っ

た
「
闇
市
」
の
お
も
か
げ

を
残
す
、
名
所
と
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
田
谷
区
は

03
年
１
月
に
、
補
助
54
号

１

　

下
北
沢
の
商
店
街
に
最

近
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
か
ら

の

観

光

客

の

姿

が

多

く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ

で

し

ょ

う
。

フ

ラ

ン

ス

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
で
も
、
日
本
の

観
光
地
格
付
け
で
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
は
二
つ
星
、

下
北
沢
は
広
島
県
の
鞆
の

浦
な
ど
と
と
も
に
一
つ
星

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
い

ろ

ん

な

お

店

が

あ

り

新

宿
・
渋
谷
よ
り
入
り
易
く

ゆ

っ

く

り

で

き

る
、

閑

静
な
住
宅
街
と
若
者
で
賑

わ
う
歩
い
て
楽
し
め
る
街

が
共
存
し
パ
リ
の
「
サ
ン

ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
」

に
似
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
服
部
圭
郎
・
明

治
学
院
大
教
授
は
、
「
自

動
車
乗
り
入
れ
を
拒
否
し

た
人
間
空
間
」
と
い
う
点

で
、
下
北
沢
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
都
市
の
旧
市
街
地
は
似

て

い

る

し
、

ド

イ

ツ

の

線

の

第

一

期

工

事

の

一

環

と

し

て

駅

前

交

通

広

場
（
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
）

を
都
市
計
画
決
定
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
北
東
側
は
ほ
と

ん
ど
が
閉
店
し
、
南
西
側

は
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
金

網
に
囲
わ
れ
た
空
き
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
花
屋
（
花

弘
）
の
正
面
の
路
地
に
あ

る
数
軒
の
お
店
が
買
収
を

拒
否
し
て
営
業
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

新
橋
・
渋
谷
・
吉
祥
寺

の
再
開
発
で
は
、
駅
前
で

商
売
を
続
け
た
い
と
い
う

市
場
の
お
店
へ
の
い
ろ
い

ろ
な
配
慮
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
下
北
沢
の
場
合
は

「
金
で
追
い
出
す
」
と
い

う
方
針
が
貫
か
れ
て
い
ま

す
。

シ
モ
キ
タ
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ス
ケ
ー
ル
の
街
並
み

駅
前
広
場
は
、
下
北
沢
の
街
づ
く
り
の
「
へ
そ
」
だ
！

―
交
通
広
場
は
街
を
分
断
す
る
。
歩
行
者
広
場
に
し
よ
う
―

第
１
期
工
事
に
よ
り
、下
北
沢
駅
前
に
交
通
広
場
（
ロ
ー
タ
リ
ー
）

と
幅
２
６
ｍ
も
の
道
路
が
出
現
し
、
高
層
ビ
ル
建
築
が
可
能
に

な
る
。

出
典
：
補
助
５
４
号
線
・
世
区
街
１
０
号
線
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
ｏ
．

５
（
世
田
谷
区
道
路
整
備
部
交
通
広
場
整
備
担
当
課
発
行　

０
７
年
１
月
）

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net
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第３０回　口頭弁論のお知らせ

日時：９月２４日 ( 木 )　１５：３０～
場所：東京地方裁判所　１０３号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅
　　　千代田線　霞ヶ関駅　A1 出口から徒歩 1 分
　　　有楽町線　桜田門駅　5 番出口から徒歩 5 分

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを
裁判官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参
加下さい。法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容につ
いて弁護団から解説を受けるとともに、質疑応答・意見
交換も行います。

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓
http://www.shimokita-action.net/archive/

サポーター募集とカンパのお願い
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に
、
こ
の
都
市
計
画
に
呼

応
し
て
、
世
田
谷
区
は
下

北
沢
駅
周
辺
地
区
地
区
計

画
を
決
定
し
、
補
助
54
号

線
と
駅
前
交
通
広
場
（
区

画
街
路
10
号
線
）
に
面
し

た
1000
㎡
以
上
の
敷
地
に
は

60
ｍ
の
高
層
ビ
ル
を
建
て

ら

れ

る

よ

う

に

し

ま

し

た
。

 
 

下
北
沢
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
街
並
み
を
破

壊
す
る
こ
と
は
、
誰
が
見

て
も
明
ら
か
で
す
。

住
民
・
専
門
家
の
警
告
を

無
視
し
て
行
政
は
計
画
を

強
行

　

下
北
沢
街
づ
く
り
懇
談

会
（
84
年
12
月
に
北
沢
２

丁
目
町
会
と
下
北
沢
４
商

店
会
の
役
員
と
世
田
谷
区

の
間
で
非
公
開
懇
談
会
と

し
て
発
足
）
が
、
98
年
６

月
に
世
田
谷
区
に
提
出
し

た
「
下
北
沢
街
づ
く
り
グ

ラ

ン

ド

デ

ザ

イ

ン

」

に

は
、
「
古
い
も
の
、

新
し

い
も
の
、
わ
く
わ
く
す
る

迷

路

性
、

巨

大

化

し

て

い

な

い

人

の

サ

イ

ズ

に

あ
っ
た
親
密
感
の
あ
る
街

等
々
、
そ
ん
な
下
北
沢
の

良
さ
を
活
か
し
、
ま
た
失

わ
な
い
よ
う
な
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。
」
（
街
づ

く
り
検
討
の
姿
勢
・
⑤
）

と
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
補
助
金
を
も

ら
う
に
は
幹
線
道
路
と
5000

㎡
以
上
の
駅
前
交
通
広
場

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と

い

う

行

政

の

誘

導

で
、
下
北
沢
街
づ
く
り
懇

談
会
は
「
初
心
」
を
曲
げ

て
補
助
54
号
線
と
区
画
街

路
10
号
線
計
画
も
や
む
な

し
と
な
り
ま
す
。
（
行
政

訴
訟
の
法
廷
で
、
そ
の
後

東
京
都
の
代
理
人
は
、
開

か
ず
の
踏
切
解
消
の
鉄
道

工
事
に
、
幹
線
道
路
や
駅

前
交
通
広
場
建
設
は
必
須

で
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す
）

　

ま

た
、

06

年

４

月

に

は
、
代
沢
小
学
校
の
体
育

館
で
日
本
を
代
表
す
る
都

市
計
画
・
建
築
の
学
識
経

験
者
16
人
の
「
シ
モ
キ
タ

ら
し
さ
を
守
り
育
て
る
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
行
政
に

対
し
て
都
市
計
画
の
実
施

は
「
個
性
的
な
商
店
街
と

文
化
発
信
地
と
し
て
の
下

北
沢
」
を
壊
す
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
慎
重
な
検
討
要

請
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
住
民
・
商

店
街
・
専
門
家
・
文
化
人

に
よ
る
計
画
見
直
し
の
要

請
に
対
し
て
、
「
よ
そ
者

に
よ
る
、
無
責
任
な
、
反

対

の

た

め

の

反

対

で

あ

る
」
と
の
事
実
に
反
す
る

レ

ッ

テ

ル

貼

り

が

行

わ

れ
、
計
画
決
定
は
強
行
さ

れ
ま
し
た
。

防
災
と
駅
前
ア
ク
セ
ス

　

都
市
計
画
決
定
を
推
進

す
べ
き
だ
と
の
意
見
は
、

「
地
震
・
火
災
に
対
す
る

防
災
」
と
「
緊
急
車
両
（
消

防
車
・
救
急
車
）
の
駅
前

へ
の
ア
ク
セ
ス
」
を
理
由

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
は
、
下
北
沢
駅
周

辺
の
商
店
街
は
既
に
建
物

の
耐
火
構
造
化
が
進
ん
で

い
ま
す
し
、
小
田
急
線
地

下
化
後
の
線
路
跡
地
を
延

焼
防
火
帯
と
し
緊
急
車
両

進
入
可
能
な
遊
歩
道
を
整

備
す
れ
ば
、
長
さ
250
ｍ
だ

け
の
補
助
54
号
線
（
第
１

期
工
事
）
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
茶
沢
通
り
と
鉄

道
跡
地
が
交
差
す
る
北
沢

タ

ウ

ン

ホ

ー

ル

隣

を

バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
駐
車
場

と
し
、
駅
改
札
口
か
ら
そ

こ
ま
で
歩
行
者
専
用
道
を

設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
す

れ
ば
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

ケ

ー

ル

の

街

並

み

の

維

持
」
と
「
老
人
・
身
障
者

の

駅

前

ア

ク

セ

ス

の

向

上
」
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

駅
前
広
場
は

街
づ
く
り
の
「
へ
そ
」
だ

　

補
助
54
号
線
の
対
象
地

の
地
権
者
や
、
駅
前
食
品

市
場
で
商
売
を
続
け
て
い

る
お
店
の
地
権
者
の
皆
さ

ん
と
話
し
て
み
る
と
、
行

政
の
都
市
計
画
が
「
下
北

沢
ら
し
さ
」
を
奪
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
を
持
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
と
世
田
谷
区
は
、

一
度
決
め
た
計
画
は
絶
対

に
変
え
な
い
と
い
っ
た
頑

な
な
一
昔
前
の
姿
勢
は
改

め
、
地
権
者
・
商
店
街
・

周
辺
住
民
・
専
門
家
の
疑

問
に
耳
を
傾
け
、
街
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
「
駅
前

広
場
の
あ
り
か
た
」
を
再

検
討
す
べ
き
で
す
。

　

コ

ン

サ

ー

ト

が

開

か

れ
、
祭
り
の
お
神
輿
が
集

ま
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
行
え
る
歩
行
者
広
場

は
、
工
事
が
延
々
と
続
き

来
街
者
が
少
し
づ
つ
減
っ

て
い
る
下
北
沢
の
街
の
再

生
の
き
っ
か
け
と
な
る
で

し
ょ
う
。

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」では、この訴訟を
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我
々
は
こ
れ
ま
で
、
被

告
（
東
京
都
、
国
）
が
小

田
急
線
連
続
立
体
交
差
事

業
の
根
幹
を
な
す
と
主
張

す
る
昭
和
39
年
都
市
計
画

決
定
は
、
①
内
閣
の
認
可

を
欠
き
②
鉄
道
施
設
の
構

造
、
位
置
、
区
域
、
面
積

等
必
要
な
事
業
内
容
の
特

定
が
な
さ
れ
ず
、
そ
も
そ

も
執
行
不
能
な
も
の
で
あ

り
、
当
時
の
都
市
計
画
法

の
定
め
に
照
ら
し
て
違
法

で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
ま

し
た
。

元
運
輸
省
官
僚
の
証
言

　

今
回
法
廷
で
は
、
こ
の

昭
和
39
年
決
定
は
と
て
も

都
市
計
画
と
は
い
え
る
も

の
で
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
高
橋
ヒ
ア
リ
ン
グ
メ
モ

を

証

拠

と

し

て

提

出

し

ま
し
た

(

甲
第
186
号
証
の

１
）
。

こ
れ
は
当
時
の
都

市
計
画
立
案
事
務
局
ト
ッ

プ
で
あ
っ
た
運
輸
省
都
市

交
通
課
長
高
橋
寿
夫
氏

（
後
に
海
上
保
安
庁
長
官

を
歴
任
）
の
証
言
で
す
。

昭
和
37
年
６
月　

都
市
交

通
審
議
会
答
申
（
６
号
答

申
）

　

と
こ
ろ
で
皆
様
は
現
在

の
千
代
田
線
が
実
は
原
宿

か
ら
西
は
、
駒
場
～
淡
島

通
り
～
若
林
～
世
田
谷
通

り
を
通
っ
て
喜
多
見
駅
で

小
田
急
線
と
接
続
す
る
都

市
計
画
で
あ
っ
た
事
を
御

存
じ
で
あ
ろ
う
か
。
無
論

こ
の
間
は
喜
多
見
ま
で
全

線
地
下
鉄
で
す
。
（
６
号

答
申
高
速
鉄
道
８
号
線
）

　

６
号
答
申
の
主
旨
は
、

①
私
鉄
に
よ
る
郊
外
住
宅

開
発
に
よ
っ
て
生
じ
た
、

都
心
向
け
の
大
量
通
勤
需

要
を
渋
谷
・
新
宿
・
池
袋

に

集

中

さ

せ

る

こ

と

な

く
、
新
線
建
設
に
よ
り
短

時
間
で
都
心
に
つ
な
ぐ
。

②
鉄
道
駅
か
ら
遠
い
地
域

の
住
民
が
車
（
バ
ス
を
含

む
）
を
使
わ
ず
歩
い
て
鉄

道
駅
に
行
け
る
③
23
区
内

は
地
下
鉄
と
し
将
来
の
鉄

道
騒
音
公
害
を
避
け
る
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
出
し
た
都

市
交
通
審
議
会
は
単
に
運

輸
省
と
鉄
道
業
者
だ
け
と

い
っ
た
メ
ン
バ
ー
構
成
に

留
ま
ら
ず
、
学
者
・
有
識

者
・
財
界
（
東
京
・
大
阪
）・

開
銀
総
裁
・
国
鉄
・
私
鉄

協
・
新
聞
・
関
係
省
庁
（
大

蔵
・
経
企
・
運
輸
・
建
設
・

自
治
・
警
察
）
知
事
（
東

京
・
大
阪
）
な
ど
広
範
な

関
係
者
ト
ッ
プ
で
構
成
さ

れ
、
実
質
的
に
国
家
的
審

議

会

で

し

た
。

こ

の

た

め
、
こ
の
都
交
審
の
答
申

は
そ
れ
ま
で
一
度
も
覆
る

こ
と
な
く
都
市
計
画
決
定

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

幻
と
な
っ
た
６
号
答
申

　

で
は
、
何
故
喜
多
見
か

ら
原
宿
ま
で
の
地
下
鉄
は

実

現

し

な

か

っ

た

の

で

し
ょ
う
。

　

６
号
答
申
が
出
て
わ
ず

か
２
カ
月
後
の
昭
和
37
年

８
月
、
東
京
都
市
計
画
地

方
審
議
会
は
、
東
京
都
知

事
東
龍
太
郎
名
で
、
６
号

答
申
で
計
画
さ
れ
た
東
京

都
市
部
10
本
の
地
下
鉄
の

内
２
路
線
を
留
保
す
る
と

の
都
市
計
画
を
答
申
し
、

建
設
大
臣
は
こ
れ
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
留
保
さ
れ
た
２
路

線
と
は
、
喜
多
見
～
原
宿

～
現
在
の
千
代
田
線
（
答

申
８
号
線
）
と
現
在
の
都

営
大
江
戸
線
（
６
号
答
申

９
号
線
）
で
す
。

 　

都
市
計
画
の
基
本
理
念

に
反
す
る
39
年
の
決
定

　

都
市
計
画
で
は
、
公
益

事

業

者

で

あ

る

鉄

道

は

自

ら

の

利

益

追

求

よ

り

も
、
時
と
し
て
は
鉄
道
利

用
者
・
沿
線
住
民
の
利
益

と
な
る
施
策
を
優
先
さ
せ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す
。
こ
れ
が
公
営
企
業
と

し
て
の
責
務
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
地
下
鉄
新
線
の
新

設
に
当
た
り
、
私
企
業
の

利
益
を
優
先
さ
せ
、
結
果

小
田
急
は
高
架
に
よ
る
連

続
立
体
交
差
と
い
う
鉄
道

施
設
を
建
設
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
鉄
道
騒
音
公
害

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
を

作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　

１
つ
は
、
高
橋
ヒ
ア
リ

ン

グ

メ

モ

に

も

あ

る

通

り
、
当
時
の
社
会
的
背
景

に
あ
り
ま
す
。
も
は
や
戦

後
で
は
な
い
と
い
わ
れ
、

所
得
倍
増
、

高
度
成
長
、

そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
日
本
は
車
社
会
、
土

建
国
家
に
向
か
っ
て
ま
っ

し
ぐ
ら
の
時
代
で
し
た
。

　

２
つ
目
に
、
千
代
田
線

が
喜
多
見
で
小
田
急
線
と

接
続
す
る
と
、
都
心
に
向

か
う
多
く
の
顧
客
を
新
線

に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
経
営
リ
ス
ク
を
回
避
し

た
い
小
田
急
側
の
意
向
。

　

３
つ
目
に
、
ま
た
以
前

か
ら
自
前
の
地
下
鉄
が
ほ

し
か
っ
た
東
京
都
の
願
望

実
現
の
た
め
で
す
（
小
田

急
50
年
史
参
照
）
。
こ
の

た
め
、
急
ぎ
計
画
決
定
さ

れ
た
の
が
昭
和
39
年
都
市

計
画
決
定
で
す
。

　

39
年
決
定
は
、
千
代
田

線
を
喜
多
見
～
原
宿
地
下

鉄
ル
ー
ト
で
な
く
、
小
田

急
線
の
喜
多
見
～
代
々
木

上
原
に
貼
り
付
け
る
だ
け

の
も
の
で
し
た
。
鉄
道
施

設

の

構

造
、

位

置
、

区

域
、
面
積
等
必
要
な
事
業

内
容
の
特
定
が
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
と
て

も
都
市
計
画
と
い
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
、
高
橋
寿
夫
氏
も
明

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
合
理
的
な
交
通
計
画
全
体

か
ら
見
た
補
助
54
号
線
の

違
法
性　

　

昭
和
39
年
決
定
が
違
法

な
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

に
連
な
る
建
運
協
定
に
基

づ
く
道
路
と
一
体
の
小
田

急
線
連
続
立
体
交
差
事
業

の
仕
組
み
も
違
法
な
も
の

と
な
り
、
こ
の
点
か
ら
も

補
助
54
号
線
の
道
路
事
業

認
可
も
、
当
然
違
法
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

答
申
６
号
が
実
現
し
て

い
れ
ば
、
喜
多
見
か
ら
新

宿
に
向
け
て
小
田
急
の
騒

音
公
害
も
軽
減
さ
れ
た
は

ず
で
す
。
同
時
に
過
密
ダ

イ
ヤ
も
な
く
な
り
開
か
ず

の
踏
切
問
題
も
軽
減
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
下
北
沢

は
地
下
化
が
実
現
さ
れ
、

騒
音
、
踏
切
問
題
は
無
く

な
り
ま
し
た
。
都
心
に
お

け
る
鉄
道
の
地
下
鉄
網
構

想
は
合
理
的
な
都
市
計
画

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

都
市
計
画
は
公
益
を
優

先
す
る
！
高
橋
氏
の
信
念

に
立
ち
戻
る
べ
き
で
す
。

裁
判
レ
ポ
ー
ト

東
京
の
合
理
的
な
交
通
計
画
を
覆
し
た
昭
和
３
９
年
決
定

（
下
北
沢
再
開
発
計
画
の
原
点
）

―
―
元
運
輸
官
僚
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
メ
モ
を
提
出
―
―

６
月
１
３
日
（
木
）
１
５
時
３
０
分
か
ら
、
下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取
消
訴
訟
の
第
29
回
口

頭
弁
論
が
、
東
京
地
裁

103
号
大
法
廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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“S
H
I
M
O
K
I
T
A
 
V
O
I
C
E

”
と

は
07
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
、
毎
年
開
催
さ
れ
夏

の
下
北
沢
の
恒
例
行
事
と

し
て
定
着
し
て
き
た
ト
ー

ク
・
ラ
イ
ヴ
と
音
楽
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
構
成
さ
れ
て
き

た
複
合
イ
ヴ
ェ
ン
ト
。

　

今

年

は

９

月

29

日

（
日
）
下
北
沢
聖
徳
高
等

学

校

内

の

ミ

モ

ザ

ホ

ー

ル
、
30
日
（
月
）
ラ
イ
ヴ

ハ
ウ
ス
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
岐
路
に
立
つ

下
北
沢
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
、
小
田

急
線
の
地
下
化
は
実
現
し

た
も
の
の
、
工
事
自
体
は

５
年
も
延
長
さ
れ
、
フ
ェ

ン
ス
に
囲
ま
れ
た
中
で
最

大
幅
26
ｍ
の
新
規
道
路
、

駅
前
交
通
広
場
、
小
田
急

線
地
下
化
後
2.2
ｋ
ｍ
跡
地

利
用
な
ど
の
計
画
を
抱
え

る
下
北
沢
が
、
大
き
な
分

岐
点
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
を
、
共
有

し
よ
う
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
日
昼
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

夜
は
二
本
の
演
劇
で
構
成

ほ
ぼ
無
職
に
よ
る
「
バ
ー

レ

ス

Ｑ

〜

シ

モ

キ

タ

駅

前
伝
説
〜
」
。
こ
れ
は
現

在

の

下

北

沢

駅

前

で

パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て

い

る

漫

読

家

の

東

方

力

丸

が

タ

イ

ム

ト

リ

ッ

プ

し
、
戦
中
戦
後
の
下
北
沢

駅
前
に
集
っ
て
い
た
文
士

達
と
触
れ
あ
う
と
い
う
設

定
で
、
様
々
な
文
学
作
品

を
引
用
し
、
下
北
沢
の
文

化
的
な
重
層
性
に
迫
っ
た

異

色

作
。

小

田

急

地

下

化
直
前
の
今
年
２
月
に
第

23
回
下
北
沢
演
劇
祭
で
上

演

さ

れ

た

作

品

の

ア

ン

コ
ー
ル
公
演
で
、
10
年
の

“S
H
I
M
O
K
I
T
A
 
V
O
I
C
E

”

に

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

パ

ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
「
北
沢
川
文
化

遺
産
保
存
の
会
」
の
き
む

ら
け
ん
氏
が
劇
中
に
特
別

出
演
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

二
日
目
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
は

ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
必
至
！

　

二
日
目
は
「
北
三
陸
か

ら
ハ
マ
通
り
を
抜
け
て
シ

モ
キ
タ
へ
」
と
銘
打
ち
、

東

日

本

大

震

災

以

後

の

状
況
に
鋭
敏
に
反
応
し
、

下

北

沢

に

も

縁

の

深

い

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
登
場

し
ま
す
。

　

先
攻
は
七
尾
旅
人
。
メ

ロ

デ

ィ

メ

イ

カ

ー

で

あ

り
、
し
か
も
即
興
的
な
瞬

発

力

で

ス

リ

リ

ン

グ

な

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
得
意
と
す

る
彼
は
、
時
代
の
先
端
を

駆
け
る
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
と
言
う
べ
き

存
在
。

　

後
攻
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
音
楽
を
担
当
し
て

き
た
大
友
良
英
が
率
い
る

あ

ま

ち

ゃ

ん

ス

ペ

シ

ャ

ル

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド
。

こ

れ

ま

で

も
“S

H
I
M
O
K
I
T
A
 

V
O
I
C
E

”

に

パ

ネ

ラ

ー

と

し
て
も
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
し
て
も
参
加
し
て
き
た

大
友
良
英
は
、「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
驚
異
的
な
ヒ
ッ
ト

で
、
今
や
日
本
で
最
も
注

目
を
集
め
る
作
曲
家
に
！

　

時
の
人
な
ら
で
は
の
勢

い
に
満
ち
た
ス
テ
ー
ジ
を

見

せ

て

く

れ

る

で

し

ょ

う
。
こ
の
日
の
チ
ケ
ッ
ト

は
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
間
近

な
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

*

チ

ケ

ッ
ト

予

約 

ビ

グ

ト
リ
ィ
☎
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a
i
l
:
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a
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v
o
i
c
e
.
n
e
t

　

29
日
の
昼
の
部
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
区
長
と
語

る

シ

モ

キ

タ

の

今
、

未

来
」
。

前
半
は
保
坂
展
人

世
田
谷
区
長
が
街
の
具
体

策
を
語
り
、
後
半
は
服
部

圭
郎
（
明
治
学
院
大
学
教

授
）
、

國
分
功
一
郎
（
高

崎
経
済
大
学
准
教
授
・
哲

学
者
）
、
金
子
健
太
郎
（
下

北
沢
あ
ず
ま
通
り
商
店
街

会
長
）
、

伊
藤
隆
允
（
代

沢
住
人
）
と
い
っ
た
パ
ネ

リ
ス
ト
が
区
長
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
こ

れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
設
置

が

待

た

れ

る

ラ

ウ

ン

ド

テ
ー
ブ
ル
の
実
現
等
に
つ

い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

初
日
夜
の
部
は
、
二
本

立
て
の
演
劇
公
演
。
前
半

は
朗
読
劇
で
、
福
島
県
浪

江
町
出
身
の
歌
人
、
三
原

由
起
子
が
、
あ
え
て
「
し

も
き
た
な
み
え
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
、
巻
上

公
一
、
瀬
戸
山
美
咲
、
谷

岡
健
彦
、
外
山
弥
生
、
坪

井

美

香
、

西

山

水

木

と

い
っ
た
キ
ャ
ス
ト
で
臨
む

意
欲
作
で
す
。

　

後
半
の
舞
台
は
、
劇
団

編集後記：
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O
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今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
岐
路
に
立
つ
下
北
沢
」

■第１日目 ････2013 年 9 月 29 日（日）
　下北沢 成徳ミモザホール（成徳高等学校内） 

●昼の部　（開場 12:00　資料代 ￥500）
シンポジウム「区長と語るシモキタの今、未来」

《第一部》　12:30 − 13:20
「世田谷区長、今熱い思いを語る」
《第二部》　13:30 − 15:20
パネルディスカッション
司会：石本伸晃（シモキタ訴訟弁護団事務局長）
総合司会：大木雄高（シモキタヴォイス実行委員長）

●夜の部　（開場 16:00） 舞台監督：野田治彦
演劇　前売り ¥2000/ 当日 ¥2500
・第一部　16:30 開演　
朗読劇「しもきたなみえ」（作・三原由起子／演出・西山水木）
・第二部　17:20 開演
演劇　劇団ほぼ無職「バーレスＱ～シモキタ駅前伝説～」

（作：志田歩／演出：若松朋茂）

■第 2 日目 ････2013 年 9 月 30 日（月）
下北沢 GARDEN　

●記録映像上映＋写真展（開場 17:00）
・2005 年からの TV 取材を含めた特別編集映像を上映
・「ライカで下北沢 by 荒木経惟」展（変貌前のシモキタを鋭く
捉えたアラーキー写真展）

●音楽ライヴ「北三陸からハマ通りを抜けてシモキタへ」前売
り ¥3000/ 当日 ¥3500（＋ドリンク代）
開場　　18:00　開幕音楽／六弦詩人義家
第一部　18:45　七尾旅人
朗読　　20:15　「下北沢のこと／よしもとばなな著」
第二部　20:30　大友良英＆あまちゃんスペシャルビッグバン
ド


